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９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
令
和
５
年
度
決
算
議
案
」
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
決
算
審
査
で
は
、
前
年
度
の
予
算
の
使
い
方

が
適
切
で
あ
っ
た
か
、
い
か
に
事
業
の
成
果
が

上
が
っ
た
か
な
ど
を
議
会
で
審
査
し
、
今
後
の

予
算
や
事
業
計
画
へ
の
要
望
を
伝
え
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
は
議
会
と
し
て
の
監
視
機
能
を

強
化
す
る
た
め
、
試
行
と
し
て
予
算
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
9
月
5
日
に
開
催

さ
れ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
本

会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
決
算
内
容
に
つ
い
て
、

総
務
、
福
祉
教
育
、
経
済
建
設
の
各
分
科
会
に

割
り
振
り
、
そ
れ
ぞ
れ
2
日
間
質
疑
等
を
行
い

ま
し
た
。

　
9
月
27
日
に
予
算
決
算
特
別
委
員
会
が
開
会

さ
れ
、
各
分
科
会
長
か
ら
質
疑
等
の
概
要
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
後
、
採
決
し
、
全
て
の
議

案
に
つ
い
て
認
定
ま
た
は
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
9
月
定
例
会
最
終
日
、
予
算
決
算
特
別
委
員

長
が
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
報
告
し
、賛
成・

反
対
の
討
論
を
行
っ
た
あ
と
採
決
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
ま
た
は
全
会
一
致

で
令
和
5
年
度
の
各
会
計
決
算
を
「
認
定
」
ま

た
は
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
や
討
論
の
様
子
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
映
像

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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決 算 審 査 の 概 要

決 算 審 査令 和
５年度

□　
令
和
５
年
度
事
業
終
了

6月

□　
令
和
５
年
度
決
算
書
の
作
成

４～5月

□　
出
納
整
理
期
間

３
月
で
会
計
年
度
は
終
わ
り
ま
す
が
、
光
熱
費

な
ど
が
４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ
れ
る
た
め
、
前

年
度
分
の
支
払
い
等
の
整
理
期
間
が
あ
り
ま
す
。

7月

□　
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

監
査
委
員
が
決
算
書
や
付
属
資
料
を
も
と
に
決

算
審
査
を
行
い
、
意
見
書
を
作
成
し
ま
す
。

□　
９
月
定
例
会

本
会
議

最
終
日

予
算
決
算

特
別

委
員
会

本
会
議

初
日

採
決

討
論

予
算
決
算
特
別

委
員
長
報
告

分
科
会
長
報
告

分
科
会

令
和
５
年
度
決
算
議
案
上
程

予
算
決
算
特
別
委
員
会
へ
決
算
の
審
査
を

付
託

決
算
認
定

採
決
前
に
委
員
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
、

議
案
に
対
す
る
討
論

審
査
の
経
過
と
結
果

を
報
告

各
分
科
会
長
か
ら
質

疑
等
の
概
要
を
報
告

各
分
科
会
で
質
疑
等

（
各
2
日
間
）

9月

決算審査の流れ

各
会
計
の
決
算
は
こ
ち
ら

　
市
の
会
計
は
、
お
金
の
出
し
入
れ

や
事
業
の
状
況
を
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、
大
き
く
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
３
つ
に

分
か
れ
ま
す
。

一
般
会
計

民
生
費
、
教
育
費
、
議
会
費
な
ど
、

市
の
基
本
的
な
事
業
の
経
費
を
ま
と

め
た
市
の
中
心
的
な
会
計

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
、

特
定
の
収
入
を
使
い
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
経
理
を
明
確
に
す
る
た

め
、一般
会
計
と
は
別
に
つ
く
る
会
計

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の
よ
う
に

事
業
を
行
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
収
入

（
利
用
料
金
な
ど
）
で
経
費
を
ま
か

な
う
会
計

市
の
会
計
に
つ
い
て

2みしま市議会だより 2024.11.1



歳出

一般会計歳出額
429億335万2,226円

一般会計歳入額
447億7,053万2,305円 178億3,265万円

土木費 ：
12.8％

市税
39.8％

民生費 ：
37.5％

総務費 ：
12.1％

教育費 ：
11.4％

衛生費 ：
10.7％

公債費 ：
8.7％

   

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入

※金額については調整した万円単位で表記しています。
※市ホームページおよび広報みしま 12 月１日号にも詳細が掲載されますので、併せてご覧ください。

各種会計決算額

市債 ：
5.4％譲与税 ・

交付金 ・
交付税 ：
15.1％

○一般会計
収入 支出
447億7,053万円 429億335万円

○特別会計
会計 収入 支出

国民健康保険 107億7,392万円 106億9,833万円
介護保険 94億9,039万円 90億9,629万円

後期高齢者医療 16億4,102万円 16億3,607万円
墓園事業 1,540万円 693万円
駐車場事業 5億4,122万円 5億2,168万円
合計 224億6,195万円 219億5,930万円

○公営企業会計（水道事業）
区分 収入 支出

収益的収支 15億321万円 13億4,300万円
資本的収支 3億6,925万円 9億3,860万円

○公営企業会計（下水道事業）	
区分 収入 支出

収益的収支 22億6,075万円 22億7万円
資本的収支 11億8,162万円 19億1,244万円

161億1,096万円
障がい者福祉や高齢者福
祉、児童福祉などに関す
る経費

37億3,646万円
借り入れた市債の返済に
関する経費

1,997万円
災害復旧費 ：0.0％

令和５年６月の大雨
による土砂崩れ等の
災害復旧

２億4,633万円
議会運営に関する経費

消防費 ：3.9％
16億5,585万円
消防・防災対策に
関する経費

54億8,030万円
道路や河川、公園などの整備
や維持管理に関する経費

46億1,089万円
予防接種や健康診断な
どの保健医療や、ごみ
の処理に関する経費

48億7,512万円
学校教育や文化・スポーツ振興
などの社会教育に関する経費

51億8,357万円
総務管理、税務、選挙、市民
生活などに関する経費

市民税、固定資産税、
都市計画税、市たばこ
税、軽自動車税など

42億3,899万円
繰越金ほか ：9.5％

前年度からの繰越金や
寄附金、財産収入など

12億1,655万円
諸収入 ：2.7％

小中学校給食費収入など

６億4,440万円

分担金および
負担金・使用料
および手数料 ：1.4％

市営住宅使用料、施設
入所者の負担金など

国県支出金
26.1％

116億7,015万円
国・県からの
補助金など

67億5,689万円
国から地方に譲与
される税金など

24億1,090万円
市の借入金

議会費 ：0.6％

９億8,390万円
商工・労働・農林費：2.3％

商工業や農林業の振興
などに関する経費
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総務分科会

決算審査

市役所の窓口業務における
デジタル化の取り組み状況

住所異動等の手続きについて、令和４年
12 月から書かない窓口システムを導入し、令和
５年度の利用状況は 8,848 件となっている。
　平均的な待ち時間については、導入前の 32 分
から、導入後は 24 分と削減された。新庁舎建設
を控えていることもあり、今後は書かない窓口と
いうだけではなく、行かない、待たない、各課を
回らない窓口を目指していきたい。

A

スマート市役所推進事業について、市民課
等の窓口業務におけるデジタル化により、住所異
動手続きの待機時間の削減や、申請書などの記入
負担の軽減などが見込まれるが、申請書等を書か
ない窓口業務についての令和５年度における取り
組み状況はどうか。

Q

令和６年２月に伊豆ファン倶楽部がスタートし、
令和５年度のポイント付与数は223ポイント、令和６年
８月末時点までの累計では 668ポイントとなっている。
これは、店舗にあるＱＲコードが 668回読みとられたと
いうことになる。
　一番利用されている店舗で 31回
で、半数以上が１、２回以下という
状況である。今後はアプリ会員数や
加盟店舗の拡大を図りながら、加盟
店が期待するデータ分析結果の提供
に応えていきたいと考えている。

A

伊豆ファン倶楽部推進事業の
アプリ利用状況

伊豆ファン倶楽部推進事業について、令和５年
度末現在、伊豆ファン倶楽部のアプリ会員数は 1,069
人で、加盟しているのは 100 店舗とのことだが、アプ
リの利用状況はどうか。

Q

スクールソーシャルワーカーは７人いて、各中
学校区単位で、その区域内の小学校も含め１人当たり
平均して 78 回程度の訪問を実施し、学校と家庭との
つなぎ役等として活動している。県事業として派遣さ
れているスクールカウンセラーとは勤務日が違うため
同時に対応することはできないが、学校がハブとなり
連携して児童生徒の支援に当たっている。また、関係
者間の連携については、年１回開催している連絡協議
会において情報共有を行っている。

A

不登校対策のスクールソーシャル
ワーカーの活動状況

不登校対策事業について、スクールソーシャル
ワーカーの活動状況はどうなっているか。

Q

母子保健事業の訪問型サポート
事業における周知方法

母子手帳交付時の案内や８カ月アンケート
にチラシを同封するほか、必要と思われる方へ
は個別に連絡することなどに
より周知している。訪問型サ
ポート事業は、１回当たり２
時間までとなっているが、１
人当たりの利用が平均 16 時
間であり、繰り返し利用され
ている状況である。

A

訪問型サポート事業の利用者が14人とのこ
とだが、どのように周知しているのか。

Q

９月13・17日

各分科会において、所管する各分野について
の質疑を行いました。主な内容を紹介します。

福祉教育分科会 ９月11・12日
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　三島市議会では、令和６年度末に議選監査委員が廃止されることに伴い議会としての監視機
能の強化の取組を検討しています。その一つとして、決算審査を踏まえて、議会として次年度
予算編成に向けての意見・要望事項を伝えることとしました。
　まず、各分科会から要望を１件ずつ提出し、その後予算決算特別委員会で決定しました。
そして、９月定例会閉会後に議長から三島市長に提出しました。

経済建設分科会

現時点で、そのような施設について、具体的
な検討はしていないが、今回、長伏公園に設置予定
の大型遊具に関するサウンディング調査で、事業者
からの提案に、屋内の遊具施設など天候に左右さ

れないものを設置して
みてはどうかという意
見もあったので、そう
いうものも視野に入れ
て、今後検討していき
たいと考えている。

A

長伏公園再整備における施設の検討
状況

公園内施設整備事業における長伏公園の再整
備について、遊具等の安全性は季節や天候に左右さ
れると考える。イベント開催時も季節や天候により
限定的な開催や中止となってしまう場合もあるが、
そのような場合でも利用できる施設を検討したこと
はあるか。

Q

９月９・10日

まちなかリノベーション戦略推進
業務委託における取り組み状況

三島市まちなかリノベーション推進計画に位
置付けたスモールスタート事業の取り組みについて
は、まちなかの遊休不動産オーナーへの物件等の利
活用の意向調査を令和５年 10 月、11 月に実施した。
　調査対象数は 184 物件で、そのうち 54 物件から
回答があり、回答者へのヒアリングを行った上で、
現在２つの物件において具体的な利活用の検討を進
めている。
　また、スモールスタート事業については、15 の
戦略の具現化に向け、該当するような事業の希望者
を募集し、令和５年度は６つの事業に対し支援を
行った。

A

中心市街地商業等活性化推進事業のまちなか
リノベーション戦略推進業務委託について、スモー
ルスタート事業の取り組み状況はどうか。

Q

三島市議会から令和７年度予算編成に向けての要望を提出しました。

・伊豆ファン俱楽部推進事業について
総務分科

会

・不登校対策について
福祉教育

分科会

・長伏公園再整備事業について
経済建設

分科会

この写真はイメージです。

詳細はこちらから
ご覧いただけます。
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〇
感
染
症
予
防
事
業

１
２
３
０
万
円

　
帯
状
疱
疹
の
発
症
お
よ
び
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
当
初
の
予
想
を
上
回
る
申
請

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な

経
費
を
増
額
し
ま
す
。　
　

主
な
質
疑

質
疑
三
島
市
が
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

を
任
意
接
種
と
し
て
助
成
を
開
始
し
た

経
緯
は
。

答
弁
令
和
３
年
度
と
令
和
４
年
度
の

議
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
要
望
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
全
国
的
に
も
同
様
の

助
成
を
実
施
す
る
市
町
村
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
市
民
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

６
年
５
月
か
ら
本
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。
申
請
受
付
を
開
始
し
た
４

月
に
は
約
６
０
０
人
の
申
請
が
あ
っ

た
。
助
成
開
始
を
待
ち
望
ん
で
い
た
と

い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
市
民
が

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
高
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

　
国
の
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
の

資
料
に
よ
る
と
、
医
療
経
済
的
な
観
点

と
い
う
項
目
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
が
非

接
種
者
に
比
べ
費
用
対
効
果
の
点
で
優

れ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
高
い
予
防
効
果
が

期
待
で
き
、
帯
状
疱
疹
を
予
防
す
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
給
付
の
削
減
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
る
。

　
三
島
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
等
に

関
す
る
条
例
は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
空
家
等
が
地
域
住
民
の
生

活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
空
家
等
の
適
切
な

管
理
等
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、

生
活
環
境
の
保
全
と
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も

の
で
す
。
９
月
定
例
会
初
日
に
経
済
建

設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
９
月
18
日
に

審
査
が
行
わ
れ
、
委
員
会
で
の
採
決
の

結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
最
終
日
に
行
っ
た
本
会

議
で
の
採
決
に
お
い
て
も
、
全
会
一
致

に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求

め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
９
月
定
例

会
最
終
日
に
福
祉
教
育
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。閉
会
中
に
審
査
を
行
い
、

11
月
定
例
会
で
委
員
長
が
審
査
の
結
果

を
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　
地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意
見

書
を
可
決
し
、
国
お
よ
び
関
係
機
関
へ

提
出
し
ま
し
た
。

令和６年
９月定例会
９月５日～10月１日

会期：27日間

■今回の議案は…

市長提出議案　34件
議会提出議案　２件

この号では次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

Ｐｉｃｋ ｕｐ1
一般会計予算を

増額補正

早
目
の
予
防
に
助
成

Ｐｉｃｋ ｕｐ2
条例の制定

空
家
等
を
適
切
に

管
理

〈議第 69 号〉
【令和６年度三島市一般会計補正予算
（第４号）】（賛成多数）
■補正予算額　
　７億8,348万８千円

〈議第89号〉
三島市空家等の適切な管理等に関す
る条例（全会一致）

〈請願第１号〉
小中学校給食費の無償化を求める請
願

〈発議第5号〉
地震財特法の延長に関する意見書
（全会一致）

Ｐｉｃｋ ｕｐ1

Ｐｉｃｋ ｕｐ3

Ｐｉｃｋ ｕｐ2

Ｐｉｃｋ ｕｐ4

検索三島市議会

すべての議案と結果などの
詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。

 

❖
人
事
議
案
に
同
意

 【
教
育
委
員
会
委
員
】
望も
ち
づ
き月　
保や
す
ひ
ろ宏
氏

Ｐｉｃｋ ｕｐ3
請願第１号

委
員
会
に
付
託

Ｐｉｃｋ ｕｐ4
発議第5号

意
見
書
の
提
出
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＜賛否が分かれた議案＞

※　○：賛成　×：反対　　退：退席　　欠：欠席
※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

議案
番号 件名 結

果

改革みしま 緑水会 新未来21 公明 覚悟の会
日本
共産党
議員団

新風会

藤
江
康
儀

土
屋
利
絵

古
長
谷
稔

沈
　
久
美

秋
山
恭
亮

佐
野
淳
祥

野
村
諒
子

甲
斐
幸
博

髙
田
康
子

川
原
章
寛

岡
田
美
喜
子

宮
下
知
朗

村
田
耕
一

鈴
木
文
子

堀
江
和
雄

弓
場
重
明

石
井
真
人

本
間
雄
次
郎

服
部
正
平

河
野
月
江

横
山
雅
人

永
田
裕
二

議第
69号

令和６年度三島市一般会計補正予算
（第４号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 〇 ○ ○

議第
73号

令和６年度三島市駐車場事業特別会
計補正予算（第１号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 〇 〇

議第
76号

建物及び土地の取得について（三島
駅南口東街区再開発事業における立
体駐車場用）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 〇 〇

認第
１号

令和５年度三島市一般会計歳入歳出
決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 〇 × × 欠 〇 〇

認第
２号

令和５年度三島市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇

認第
３号

令和５年度三島市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇

認第
４号

令和５年度三島市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇

認第
６号

令和５年度三島市駐車場事業特別会
計歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 × × 欠 〇 〇

9月定例会　議決結果

議案番号 件名 結果
議第70号 令和６年度三島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議第71号 令和６年度三島市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議第72号 令和６年度三島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議第74号 令和６年度三島市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決
議第75号 工事請負契約の締結について（三島市防災行政無線（同報系）デジタル化再整備工事） 可決
議第77号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（沼津市との事務委託） 可決
議第78号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（熱海市との事務委託） 可決
議第79号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（伊東市との事務委託） 可決
議第80号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（御殿場市との事務委託） 可決
議第81号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（裾野市との事務委託） 可決
議第82号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（伊豆市との事務委託） 可決
議第83号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（伊豆の国市との事務委託） 可決
議第84号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（函南町との事務委託） 可決
議第85号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（清水町との事務委託） 可決
議第86号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（長泉町との事務委託） 可決
議第87号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について（小山町との事務委託） 可決
議第88号 草刈作業による車両の損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定について 可決
議第89号 三島市空家等の適切な管理等に関する条例 可決
議第90号 三島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決
議第91号 三島市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決
議第92号 三島市教育委員会委員の任命について 同意
認第５号 令和５年度三島市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認第７号 令和５年度三島市水道事業会計決算認定について 認定
認第８号 令和５年度三島市下水道事業会計決算認定について 認定
議第67号 令和５年度三島市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
議第68号 令和５年度三島市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
請願第1号 小中学校給食費の無償化を求める請願 継続審査
発議第5号 地震財特法の延長に関する意見書 可決

＜全会一致となった議案＞
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岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

永
田
　
裕
二

（
新
風
会
）

本
間 

雄
次
郎

（
覚
悟
の
会
）

三
島
駅
南
口
再
開
発
事
業
の
市
営
立
体
駐
車
場
コ
ス
ト

 

新
庁
舎
北
田
町
案
の
立
体
駐
車
場
は
予
想
年
間
コ
ス
ト

が
１
６
４
台
で
２
，８
４
５
万
円
、
再
開
発
は
４
１
８
台
で

２
，５
０
０
万
円
で
あ
る
。
２
，５
０
０
万
円
で
済
む
の
か
。

 

３
０
０
台
程
度
の
立
体
駐
車
場
で
管
理
運
営
費
が
年
間

約
1
，８
０
０
万
円
と
い
う
事
例
を
踏
ま
え
、
駐
車
台
数
に

見
合
い
支
出
が
増
加
す
る
と
約
２
，５
０
０
万
円
と
な
る
。

稼
働
率
等
を
厳
し
い
条
件
で
設
定
す
る

な
ど
、
安
全
側
に
見
る
中
で
駐
車
場
の

収
支
予
想
を
行
っ
て
い
る
。

 

令
和
６
年
9
月
28
日
の
土
地
区
画
整
理
準
備
組
合
総
会

に
て
、
公
共
施
設
等
の
配
置
計

画
お
よ
び
事
業
費
の
概
算
フ

レ
ー
ム
等
か
ら
な
る
基
本
計
画

案
と
、
業
務
代
行
予
定
者
の
選

任
に
つ
い
て
の
承
認
が
得
ら
れ

た
ら
、
詳
細
な
事
業
計
画
の
調

整
・
協
議
と
法
的
な
手
続
き
を

進
め
て
い
く
体
制
が
整
う
こ
と

に
な
る
。

公
共
施
設
用
地
の
借
地
解
消

 

公
共
用
地
の
借
地
料
は
将
来
の
歳
出
抑
制
の
妨
げ
に
な

る
。
長
伏
公
園
再
整
備
は
借
地
解
消
の
好
機
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

 

長
伏
公
園
の
駐
車
場
用
地
の
約
７
割
が
３
年
契
約
の
借

地
で
、
更
新
時
に
は
土
地
所
有
者
に
意
向
を
伺
い
、
合
意
の

上
で
契
約
し
て
い
る
。
購
入
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
る
と
、

面
積
も
大
き
く
、
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
た
め
、
土
地

の
評
価
等
を
踏
ま
え
、
市
の
長
期
財
政
計
画
を
考
慮
す
る
中

で
検
討
し
て
い
く
。

 

建
物
構
造
の
安
全
性
の
確
保
は
杭
基
礎
で
対
応
可
能
と

考
え
て
お
り
、
概
算
事
業
費
に
見
込
ん
で
い
る
。
参
考
と
し
て

い
る
地
盤
調
査
結
果
は
、
基
本
設
計
の
段
階
で
建
物
の
規
模
、

構
造
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
地
盤
調
査
と
比
べ
て
、
若
干
の
差

異
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
大
幅
な
違
い
は
な
い
と
考
え
る
。

新
庁
舎
整
備
事
業
の
地
盤
調
査

 

南
二
日
町
の
位
置
条
例
可
決
後
に
地
盤
調
査
す
る
予
定

と
の
こ
と
だ
が
、
市
庁
舎
の
所
在
地
を
決
定
し
た
後
に
地
盤

不
良
が
判
明
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

大
場
地
区
土
地
利
用
事
業

 
三
島
市
に
と
っ
て
雇
用
の
創
出
や
税
収
増
加
が
期
待
さ

れ
る
本
事
業
に
お
け
る
、
事
業
化
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
業

務
代
行
予
定
者
へ
の
移
行
目
途
を
伺
う
。

 

園
内
で
の
手
洗
い
は
大
半
が
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
子
ど
も
等
が
い
つ
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
手
洗
い
場
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

 

楽
寿
園
で
は
駅
前
口
、
お
休
み

処
「
桜
」
付
近
、
郷
土
資
料
館
前
の

３
箇
所
の
水
飲
み
場
と
、
お
休
み
処

「
紅
葉
」
の
ほ
か
、
４
箇
所
の
ト
イ
レ

で
手
洗
い
可
能
で
あ
る
。
よ
り
手
洗

い
が
習
慣
づ
い
た
現
況
に
対
応
す
る

た
め
、
の
り
も
の
広
場
に
子
ど
も
も

利
用
し
や
す
い
手
洗
い
場
の
位
置
や

仕
様
を
検
討
し
予
算
化
を
図
る
。

楽
寿
園
が
使
わ
れ
活
き
る
都
市
公
園
に
な
る
た
め
に

 

園
内
は
犬
等
の
ペ
ッ
ト
同
伴
の
入
園
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
が
、
同
伴
入
園
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。
ペ
ッ
ト
と
入
園

で
き
る
方
法
を
検
討
で
き
な
い
か
。

 

楽
寿
園
の
入
園
に
つ
い
て
は
、
緑
の
保
全
や
来
園
者
の

安
全
確
保
な
ど
、
施
設
の
管
理
上
、
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
。

犬
を
介
し
て
媒
介
す
る
病
原
菌
や
寄
生
虫
は
楽
寿
園
の
動
物

に
致
命
的
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
ペ
ッ
ト
の
立

入
り
を
お
断
り
し
て
い
る
が
、
楽
寿
園
運
営
委
員
会
に
諮
り

な
が
ら
事
例
を
調
査
研
究
す
る
。

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
助
成
等
の
子
育
て
政
策

中
学
校
の
技
術
科
、
家
庭
科
の
指
導
体
制
の
充
実
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弓
場
　
重
明

（
覚
悟
の
会
）

 

高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
事
業
所
や
関
係

機
関
と
連
携
し
て
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
事
後
対
応
と
し
て
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
登
録
事

業
な
ど
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
家
族
に
提
案
し
て
い
る
。

新
庁
舎
整
備
地

 

市
庁
舎
は
災
害
時
に
お
け
る
重
要
施
設
で
あ
る
。
南
二

日
町
広
場
は
地
震
災
害
時
、
軟
弱
地
盤
で
の
液
状
化
の
可
能

性
が
あ
る
。
な
ぜ
事
前
に
地
盤
調
査
を
し
な
い
の
か
伺
う
。

 

南
二
日
町
広
場
は
、
既
存
の
資
料
等
か
ら
地
盤
の
状
況

は
確
認
し
て
お
り
、
実
質
的
な

調
査
は
、
多
く
の
公
共
工
事
と
同

様
に
、
基
本
設
計
の
段
階
で
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。
地
盤
調
査

を
建
物
の
配
置
や
規
模
、
構
造

が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
実

施
し
た
場
合
、
設
計
段
階
で
再

調
査
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

徘
徊
者
・
浮
浪
者
・
行
旅
人
等
の
対
応
と
対
策

 

行
方
不
明
者
の
中
に
、
高
齢
者
の
徘
徊
事
例
が
多
く
見

聞
さ
れ
る
。
認
知
症
等
の
進
行
に
よ
る
徘
徊
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
を
伺
う
。

病
児
・
病
後
児
保
育
と
少
子
化
問
題

 

病
児
・
病
後
児
保
育
の
申
し
込
み
を
分
か
り
や
す
く
す

る
と
と
も
に
、
当
日
対
応
も
可
能
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。 

病
児
保
育
を
実
施
す
る
医
療
機
関
側
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
原
則
前
日
予
約
で
あ
る
が
、
当
日
の
連
絡
で
も
態
勢

が
と
れ
る
場
合
に
は
、
受
け
入
れ

が
可
能
で
あ
る
。
当
日
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
分
か
り
や
す
く
周

知
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お
願
い

し
て
い
く
。

 

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
人
員
削
減
や
、
国
・
県
か

ら
の
事
務
の
権
限
移
譲
等
に
よ
り
業
務
量
が
増
え
、
職
員
一

人
一
人
の
負
担
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
業
務

の
D
Ⅹ
化
や
職
員
の
能
力
に
応
じ
た
適
材
適
所
の
人
事
配

置
、
さ
ら
に
は
、
優
秀
な
職
員
の
採
用
等
に
努
め
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
職
員
の
働
き
方
改
革

 

市
の
職
員
の
働
き
方
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
大
き

く
影
響
す
る
。
職
員
の
業
務
の
あ
り
方
や
一
人
一
人
の
仕
事

量
は
適
正
か
。

髙
田
　
康
子
　

（
緑
水
会
）

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

 

三
嶋
大
祭
り
は
三
嶋
大
社
例
大
祭
に
合
わ
せ
実
施
し
て

い
る
。
古
く
は
旧
暦
８
月
の
二
の

酉
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
明
治

４
年
に
８
月
16
日
を
例
祭
日
と
定

め
た
経
緯
が
あ
る
。
日
程
を
旧
暦

と
す
る
こ
と
は
１
５
０
年
以
上
続

く
長
い
歴
史
、
伝
統
を
変
え
る
こ

と
と
な
り
、
市
民
に
と
っ
て
も
難

し
い
こ
と
と
考
え
る
。

三
嶋
大
祭
り
の
昔
と
今
と
こ
れ
か
ら

 

運
よ
く
台
風
を
免
れ
た
今
年
の
三
嶋
大
祭
り
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
客
観
的
な
デ
ー
タ
や
新
た
な
取
り
組
み
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
た
総
括
を
伺
う
。

 

令
和
６
年
度
の
三
嶋
大
祭
り
は
台
風
等
の
影
響
が
あ
り

例
年
よ
り
少
な
め
の
43
万
人
の
来
場
者
で
あ
っ
た
が
、
延
べ

１
２
，０
０
０
人
の
市
民
や
団
体
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
開
催
し
た
大
盆
踊
り
大
会
で
は
約
２
，５
０
０
人
の
参

加
者
が
あ
り
、
市
民
の
祭
り
に
対
す
る
喜
び
や
情
熱
、
郷
土

愛
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

異
常
酷
暑
対
策
と
し
て
日
程
に
つ
い
て
検
討
は
必
要
。

三
嶋
暦
師
の
館
を
有
す
る
ま
ち
と
し
て
、
祭
り
の
日
程
に
旧

暦
の
活
用
を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

７
年
度
か
ら
４
年
間
使
用
さ
れ
る
中
学
公
民
教
科
書

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
状
況
確
認
作
業

市
職
員
の
人
事
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宮
下
　
知
朗

（
新
未
来
21
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
拡
充

 
入
学
式
や
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
午
前
中
の
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。
よ
り
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

と
す
る
た
め
、
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

 

支
援
員
の
勤
務
時
間
の
変
更

や
増
員
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
式
典

の
会
場
と
な
る
体
育
館
内
や
、
そ

の
至
近
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る

式
典
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
対
応
は
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
が
、
指
定
管
理
者
や
学

校
と
可
能
性
を
協
議
し
て
い
く
。

 

傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
止
血
・
固
定
等
に
も

使
用
で
き
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
24
時
間
営
業
の
店
舗
も
含
め
実
施
の
方
向
で
検
討

し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
つ
民
間
事
業
所
へ
の
協
力
意
向
確
認
も

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
消
防
本
部
と
連
携
し
て
周
知
活
動
を

実
施
し
て
い
く
。

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に

 

よ
り
高
い
成
果
を
創
出
で
き
る
よ
う
※
成
果
連
動
型
民

間
委
託
契
約
方
式
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

 

対
象
の
事
業
が
限
ら
れ
る
た
め
制
度
へ
の
理
解

が
進
ん
で
い
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
の
事
業
用
資
産
の
申
告
を
促

す
業
務
委
託
で
は
、
成
果
連
動
に
よ
り
大
き
な
成

果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
官
民
連
携
を
進
め

る
な
か
で
さ
ら
に
積
極
的
な
活
用
の
検
討
を
図
っ

て
い
く
。

災
害
時
等
に
命
を
守
る
取
り
組
み

 

救
命
時
、
女
性
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
加
え
、
応

急
手
当
に
も
活
用
で
き
る
三
角
巾
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
と
共
に

ケ
ー
ス
に
配
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

加
齢
性
難
聴
の
早
期
発
見
に
関
し
て
は
、
聞
こ
え
の
相

談
会
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
、
普
及
啓
発

を
行
う
中
で
受
診
勧
奨
の
支
援
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
補
聴
器
購
入
補

助
に
つ
い
て
は
、
聞
こ
え
の
改
善

な
ど
の
効
果
を
検
証
す
る
試
み
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
へ
の
取
り
組
み

 

認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
加
齢
性
難
聴
の
早
期
発
見
に

向
け
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
と
補
聴
器

購
入
補
助
制
度
の
導
入
を
望
む
が
ど
う
か
。

い
ま
こ
そ
三
島
市
も
小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

 

決
算
総
額
の
約
1
％
程
度
で
あ
る
保
護
者
負
担
分
に
つ

い
て
、
全
国
で
は
徴
収
を
止
め
無
償
と
す
る
流
れ
が
大
き
く

進
ん
で
い
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

 

全
国
で
は
国
の
物
価
高
騰
対
策
の
交
付
金
を
給
食
費
の

無
償
化
に
充
て
た
り
、
独
自
に
無
償
化
助
成
を
行
っ
た
り
す

る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。現
在
、

県
内
で
は
1
市
2
町
が
小
中
学
校
と
も
に
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
が
、今
後
も
国
お
よ
び
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 

学
校
給
食
費
の
保
護
者

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令

和
6
年
度
に
つ
い
て
は
市
が

給
食
費
の
7
％
を
助
成
し
て

い
る
。
無
償
化
に
つ
い
て
は

国
の
責
任
と
財
源
に
よ
る
制

度
創
設
を
全
国
市
長
会
、
東

海
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
要

望
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

 

学
校
給
食
の
無
償
化
を
国
で
の
制
度
化
待
ち
と
せ
ず
、

市
と
し
て
実
施
に
踏
み
切
り
な
が
ら
国
・
県
に
制
度
化
を

迫
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

鈴
木
　
文
子
　

（
公
明
）

し
ず
お
か
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
の
周
知
と
活
用

障
が
い
者
児
等
へ
の
日
常
生
活
用
具
給
付
の
改
善
を

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
充
実
を

※成果連動型民間委託契約方式…
インセンティブを民間事業者
に働かせることが可能となる
官民連携の手法
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子
ど
も
達
の
安
全
な
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
れ
る
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
伝
え
て
い
る
。
今
後
の
補
助
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

新
庁
舎
を
南
二
日
町
広
場
に
整
備
す
る
際
の
課
題

 

国
道
１
号
か
ら
南
二
日
町
広
場
整
備
地
へ
の
侵
入
は
、

右
折
を
考
え
ず
左
折
の
み
に
な
る
の
か
。
信
号
機
設
置
も
含

め
、
市
の
考
え
を
問
う
。

 

国
道
1
号
の
ア
ク
セ
ス
は
、
左
折
イ
ン
・
左
折
ア
ウ
ト

を
想
定
し
て
い
る
。
信
号
機
の
設
置
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
想

定
し
て
い
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
に
対
し
、
感
謝
の
気
持
ち

を
示
し
、
補
助
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

楽
寿
館
や
梅
御
殿
、
展
示
場
は
冷

暖
房
設
置
や
補
修
等
を
行
い
、
夏
場
・

冬
場
も
活
用
を
図
る
。
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
出
店
エ
リ
ア
の
区
分
け
、
利

用
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
使
用

料
納
付
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
動
物
の
エ
サ
代
等
を
支
援
し
て
も
ら
う
動

物
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
調
査
研
究
し
、導
入
検
討
を
進
め
る
。

楽
寿
園
を
さ
ら
に
楽
し
い
園
に
す
る
た
め
に

 

三
島
市
の
憩
い
の
場
所
で
あ
る
楽
寿
園
を
さ
ら
に
楽
し

い
園
と
し
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
場
所
に
す
る
た
め
の
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

三
島
市
・
沼
津
市
主
催
の
合
同
移
住
バ
ス
ツ
ア
ー

 

過
去
3
回
の
実
施
で
計
23
組
42
人
が
参
加
、
好
評
で
あ

り
移
住
の
検
討
を
進
め
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
と
伺
っ
て
い

る
。
今
後
の
実
施
予
定
を
伺
う
。

 

移
住
さ
れ
た
方
と
の
交
流
会
を

中
心
に
、
子
育
て
支
援
施
設
や
空
き

家
物
件
の
見
学
な
ど
も
実
施
し
て
お

り
、
参
加
者
が
実
際
に
移
住
に
つ
な

が
っ
た
実
績
も
出
て
い
る
。
令
和
６
年

度
も
10
月
に
２
回
目
を
予
定
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
を
踏
ま
え
令

和
７
年
度
も
継
続
を
検
討
し
て
い
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
+
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
空
き
家

 

三
島
市
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
に
注
力
し
て

い
る
。
宿
泊
場
所
と
し
て
利
活
用
で
き
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

空
き
家
を
増
や
す
補
助
金
拡
充
の
見
解
は
。

 

令
和
６
年
度
か
ら
、
空
き
家
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
・
再
生
の
拠
点
と
し
て
改
修
す
る
場
合
に
最
大
で

１
０
０
万
円
を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し
た
。
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
宿
泊
施
設
も
交
付
対
象
と
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
拠
点
が
増
え
る
よ
う
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

 

複
式
学
級
の
編
制
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
学
年
ご

と
に
教
科
の
指
導
内
容
が
異
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
学
年
を

分
け
て
指
導
が
で
き
る
体
制
を

つ
く
る
た
め
、教
員
の
配
置
を
、

県
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市

費
で
指
導
員
等
を
任
用
す
る
こ

と
も
含
め
て
検
討
し
、
予
算
確

保
に
努
め
て
い
く
。

小
規
模
特
認
校
・
坂
小
学
校
の
複
式
学
級
の
回
避
策

 

坂
小
の
複
式
学
級
を
回
避
す
る
た
め
に
、
市
費
単
独
で

指
導
員
等
を
採
用
す
る
た
め
の
追
加
費
用
（
人
件
費
等
）
に

関
す
る
予
算
確
保
の
考
え
方
を
伺
う
。

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

石
井
　
真
人

（
覚
悟
の
会
）

甲
斐
　
幸
博

（
緑
水
会
）

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の
方
へ
の
支
援

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
使
途
を
公
開
し
て
は
ど
う
か

困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
習
い
事
補
助

11 みしま市議会だより 2024.11.1



 

遺
伝
研
坂
下
の
交
差
点
に

つ
い
て
は
、
三
島
警
察
署
お
よ

び
道
路
管
理
者
と
現
場
確
認
な

ど
を
実
施
し
、
交
差
点
内
の
安

全
を
確
保
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
運
転
者
の
マ

ナ
ー
向
上
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
関
係
団
体

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
の
創
設
を

 

加
齢
性
難
聴
に
よ
る
認
知
症
は
補
聴
器
装
用
に
よ
り
低

減
で
き
る
が
、
補
聴
器
は
高
額
で
あ
る
。
購
入
費
の
補
助
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

高
齢
者
の
補
聴
器
の
使
用
を
促
進
す
る
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
が
、
そ
の
効
果
検
証
や
年
齢
要
件
、
所
得
制
限
な
ど

の
基
準
設
定
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
効
果
を
検
証
す
る
よ
う
な
試
み
に
つ

い
て
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
他
の
研
究
機
関

の
事
例
収
集
に
努
め
る
。

歩
行
者
や
運
転
者
の
安
全
意
識
の
高
揚
に
向
け
て

 
遺
伝
研
坂
下
交
差
点
は
歩
道
も
車
道
も
狭
い
。
多
く
の

子
ど
も
が
登
下
校
す
る
こ
と
か
ら
、
今
以
上
の
安
全
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

災
害
救
助
法
適
用
な
ど
、
昨
今
の
災
害
対
応

 

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
段
階
で
の
災
害
救
助
法
適
用

に
つ
い
て
、
基
準
や
手
続
き
、
早
期
適
用
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
ど
う
考
え
る
か
見
解
を
伺
う
。

 

大
規
模
地
震
の
切
迫
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
風
水
害
も
頻

発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
、
今
後
も
災
害
救
助
法
の
適
用
が

あ
り
得
る
も
の
と
想
定
し
、
災
害
救
助
法
の
適
用
要
件
や
支

援
内
容
、
適
用
さ
れ
た
場
合
の
事
務
処
理
等
に
関
し
、
関
係

課
で
事
前
把
握
に
努
め
、
公
助
の
強
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

次
期
一
人
一
台
端
末
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ

通
信
モ
デ
ル
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
最
新

機
種
を
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
５

年
間
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。
Ｗ

ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
気
に
せ
ず
屋
外

で
も
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
活
動

が
実
現
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
Ｌ

Ｔ
Ｅ
通
信
の
良
さ
と
考
え
て
い
る
。

第
２
期
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
向
け
て

 

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
が
6
年
目
を
迎
え
る
。
今
後
の
導
入
計
画
や
機
種
選

定
お
よ
び
Ｌ
Ｔ
Ｅ
機
能
の
導
入
効
果
を
伺
う
。

 

通
学
路
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
今
後
、
比
較
的
曇

り
に
く
い
強
化
ガ
ラ
ス
製
な
ど
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す

る
際
に
は
、
通
学
路
等
安
全
対
策
会
議
で
検
討
し
た
危
険
箇

所
へ
の
設
置
を
考
え
て
い
く
。

三
島
市
の
農
業
施
策

 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
法
が
令
和
６
年
５

月
29
日
に
成
立
し
た
が
、
今
後
の
三
島
市
の
農
業
の
位
置
付

け
に
つ
い
て
伺
う
。

 

現
代
農
業
の
課
題
に
対

す
る
国
の
方
針
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
の
施

策
や
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

三
島
市
の
課
題
解
決
を
図
る
。

三
島
の
農
畜
産
物
や
料
理
等

の
フ
ァ
ン
の
増
加
に
向
け
、

市
民
、
農
業
・
観
光
・
商
工
関
係
者
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、

三
島
市
の
農
業
の
更
な
る
発
展
を
図
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保

 

通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
冬
場
に
曇
ら
な

い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
認
識
を
伺

う
。

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

横
山
　
雅
人

（
新
風
会
）

服
部
　
正
平
　

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

災
害
時
協
力
協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
へ
の
配
慮
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村
田
　
耕
一
　

（
公
明
）

市
営
中
央
駐
車
場
の
今
後

 

市
営
中
央
駐
車
場
は
民
間
売
却
の
方
針
と
し
て
い
る

が
、
公
用
車
約
40
台
の
定
期
収
入
が
な
く
な
り
赤
字
化
が
心

配
さ
れ
る
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

 

市
営
中
央
駐
車
場
は
新
庁
舎
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
駐
車
場
機
能
の
維
持
を
条
件
に
売
却
の
方
針
と
し
て
い

る
が
、
新
庁
舎
整
備
に
伴
う
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
の
観

点
か
ら
方
針
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
今
後
、
跡
地
等
の
基

本
構
想
の
策
定
に
合
わ
せ
て
市
場
性
の
把
握
や
、
関
係
団
体

等
か
ら
の
意
見
な
ど
を
伺
っ
て
い
く
。

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
で

も
あ
る
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
と
直
接
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会

と
市
長
部
局
と
の
緊
密
な
連
携
の

下
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
市
長
部
局
を
含
め
た
庁
内
検

討
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

不
動
産
の
相
続
登
記
義
務
化
に
対
応
す
る
相
談
窓
口

 

法
改
正
に
よ
り
不
動
産
を
相
続
し
た
場
合
の
不
動
産
登

記
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
市
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
対
応
の

現
状
は
ど
う
か
。

 

毎
月
2
回
、
第
1
・
第
3
水
曜
日
に
静
岡
県
司
法
書
士

会
三
島
地
区
の
司
法
書
士
に
依
頼
し
、
相
続
・
登
記
相
談
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
動
産
相
続
に
関
す
る
相
談
と
し

て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
月
4
回
、
静
岡
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
東
部
支
部
に
よ
る
不
動
産
相
談
を
毎
月
1
回

行
っ
て
い
る
。

少
子
化
の
中
、
教
育
の
あ
り
方
に
向
け
た
取
り
組
み

 
少
子
化
が
さ
ら
に
進
む
状
況
を
踏
ま
え
、
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
専
門
家
も
交
え
、
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。　

錦
田
公
民
館
の
機
能
拡
充
と
大
規
模
改
修

障
害
者
扶
養
共
済
制
度
の
普
及
啓
発
へ
の
取
り
組
み

千
貫
樋
の
保
全

 

北
条
氏
・
今
川
氏
・
武
田
氏
の
三
国
同
盟
５
５
０
年
の

生
き
証
人
で
あ
る
千
貫
樋
は
三
島
の
宝
で
あ
る
が
、
当
局
の

認
識
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

 

千
貫
樋
は
、
三
島
市
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
に
お
い
て
、

歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
の
指

定
候
補
と
し
て
位
置
付
け
て
お

り
、
今
後
、
所
有
者
や
施
設
の

範
囲
が
特
定
さ
れ
れ
ば
、
指
定

に
向
け
た
具
体
的
な
手
続
き
の

検
討
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
バ
ス
等
利
用
助
成
金
の
５
千
円
へ
の
増
額
を

障
が
い
者
の
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業一部
所
得
制
限
撤
廃

 

国
は
令
和
６
年
度
か
ら
障
が
い
者
の
補
装
具
費
支
給
制

度
で
18
歳
未
満
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
て
い
る
が
、
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
に
も
適
用
で
き
な
い
か
。

 

今
回
国
が
補
装
具
の
所
得
額
の
上
限
撤
廃
に
至
っ
た
背

景
や
、
平
成
18
年
に
県
が
発
出
し
た
技
術
的
助
言
の
趣
旨
を

踏
ま
え
つ
つ
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
上
限
撤
廃
に
つ

い
て
も
、
県
内
他
市
町
の
状
況
な
ど
も
複
合
的
に
精
査
し
な

が
ら
そ
の
必
要
性
を
考
え
て
い
く
。

 

進
学
希
望
の
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
発
行
の
進
路
支
援

冊
子
で
大
学
等
の
授
業
料
免
除
な
ど
の
制
度
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
生
活
保
護
法
に
よ
り
支
給
す
る
最
大
30
万
円
の
進
学
・

就
職
準
備
給
付
金
に
よ
り
、
新

生
活
を
支
援
し
て
い
る
。
国
の

進
学
支
援
制
度
が
拡
充
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
奨
学
金
の
創
設

は
見
送
り
、
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

生
活
保
護
世
帯
か
ら
大
学
進
学
に
給
付
型
奨
学
金
を

 

生
活
保
護
世
帯
か
ら
世
帯
分
離
し
、
大
学
等
進
学
す
る

子
ど
も
に
つ
い
て
、
既
存
奨
学
金
で
は
到
底
足
り
な
い
。
当

市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
が
で
き
な
い
か
。

野
村
　
諒
子

（
緑
水
会
）

佐
野
　
淳
祥

（
緑
水
会
）
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先進地に学ぶ
新庁舎の整備について －埼玉県八潮市－

　市民の安全・安心を最優先に確保するため、公共施設
マネジメントアクションプランを策定し、新庁舎と、庁
舎別館、庁舎東側棟、保健センターを集約することとなっ
た。また、市民文化会館・勤労福祉センターを集約した
八潮メセナ、中央公園および新庁舎をサークル上に園路
で繋ぎ、市民の活動スペースとして憩いの場の形成を
図っている。台風等の浸水被害に備えるため、新庁舎の
1 階は水害への対応を考慮した構造とし、非常用発電機
や免震装置の設置、ZEB Ready に対応した自然エネル
ギーの活用などを行なっている。

新庁舎の整備について －千葉県袖ケ浦市－

　令和 4 年に北庁舎・整備等の建設工事、令和 5 年に
中庁舎の耐震補強及び大規模改修工事、令和 6 年 2 月
から最終段階となる南庁舎の建設工事を行っている。新
築部分と耐震補強をして使用する部分があり、同一敷地
内の既存施設等を継続的に利用しながら庁舎を整備し、
建設後は一体的に利用することとした。工事については
効率的かつ安定的に業務を遂行する業者を選定するた
め、設計・施工一括発注（デザインビルド）方式とした。

総務委員会 7/4・5福祉教育委員会 7/29～31
エイジフレンドリーシティの取組について

－秋田県秋田市－

　平成 21 年から事業に取り組み、5 年毎に行動計画を
見直す中、現在は第 3 次行動計画が実行されている。
　有識者等による行動計画推進委員会や庁内推進会議な
どの推進体制を構築し、「高齢者コインバス事業」によ
る高齢者の外出支援や、様々なイベント等を開催する「エ
イジフレンドリーシティの日」の設定、民間事業者が提
案した「エイジフレンドリーパートナーづくり推進事業」
など、数多くの事業を実施している。

エイジフレンドリーシティの実現には、市民へ
の周知と市民や企業、大学等の協力及び意識改
革が必要と感じた。市民協働の事業をＰＤＣＡ
サイクルにより検証し、計画の質の向上を図っ
ている点は参考にしたい。

SDGs 推進全世代健康都市圏事業について
－福島県郡山市－

　福島県立医科大学との共同研究により、全世代の健康
情報等のデータを分析し、効率的な保健事業を実施に向
けた健康ポータルサイト「ココカラこおりやま」を開設す
るなど、健康格差の縮小や健康寿命の延伸を目指している。

ヤングケアラーピアサポート事業について
－宮城県仙台市－

　ヤングケアラーの早期発見・支援につなげるため、相
談窓口の設置や、当事者の支援にあたるピアサポート体
制の構築、当事者同士が悩みや情報を共有できるオンラ
インサロンを実施している。
　小・中・高校に対しモデル的な学校内サロンの働き
かけも行って
おり、高校で
はヤングケア
ラー診断サイ
トを作成する
など、効果的
な取り組みに
繋がっている。

子ども関係の部署、保健センター、自立支援を行う福祉部署
とハローワークとの併設などの複合施設を集約することによ
る市民の利便性向上を図っている。また、市民が集うサーク
ル広場、栄養指導室、キッズスペース、多目的広場など、市
の職員だけでなく市民も利用できる市役所など、随所に工夫
が施されており参考になった。
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視察報告
三島市が抱えるさまざまな課題を
調査するため、委員会で先進地を
訪問し、視察研修を行いました。

経済建設委員会 8/7～9

11月定例会のお知らせ

本会議は午後１時に開会する予定です。
日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土
24 25 26 27 28 29 30

本会議
（議案審議）

12/１ 2 3 4 5 6 7

本会議
（一般質問）

8 9 10 11 12 13 14

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問
予備日）

本会議
（議案審議）

地域再生計画作成による総理大臣認定
と財政支援について －岐阜県郡上市－

　郡上市では、滞在型観光の充実、合理的な農業生産体
制の確立による農業所得向上、林業の進行と木材地域再
生の 3 つを目標とし、みんなでつくるまちづくり計画
を行っている。地域再生のために行う事業として、道路
網ネットワーク整備に力を入れており、観光施設に繋が
る市道の新設や路線改良、主要幹線を結ぶ広域農道の開
設、森林資源活用のための林道開設などを行っている。
自然の地形を生かした城下町や、湧水を使った水利施設
が一体となり、素晴らしい城下町となっている。

金沢市中心街地都市機能向上計画に
基づいた街づくりについて －石川県金沢市－

　中心市街地をエリア分けし、エリアごとに歩行空間であ
る「にぎわいコアストリート」と、そこを繋ぐ「にぎわい
アクセスロード」を位置づける独自の手法が効果的である。
通りごとに役割を明確化したことにより、土地利用にメリ
ハリができ、駐車場の移転再配置などに繋がり、結果的に
あらゆる世代の歩行者が安心して歩ける街なみが生まれ
ている。また、計画の実現に向け、住民との話し合いや合
意形成を大切にしながら、丁寧に進めてきた歴史が伺える。

学びの森官民連携型賑わい創出事業に
ついて －岐阜県各務原市－

　学びの森は大正時代に開設された岐阜高等農林学校か
ら承継されてきた樹木や地形を生かした、広大な公園で
ある。学校や鉄道駅などがある周辺エリアと一体的に都
市基盤整備が進められた結果、通学や憩いの風景などの
賑わいが生まれることとなり、公園を「緑の中の賑わい
のある新しいまちの顔」とするべく、Park-PFI 制度を
活用した賑わい創出事業に取り組むこととなった。
　コンセプトである「常設のマーケット日和」を実現し、新
たな賑わい拠点とするため、全天候型屋内遊戯施設や飲食
店、特定公園施設としてトイレや
木もれ日デッキなどの整備を提案
した各務原学びの森コンソーシア
ム の「KAKAMIGAHARA PARK 
BRIDGE」が選定された。

	 1 日	 各派代表者会議
	 4・5日	 総務委員会行政視察
	 16 日	 議員意見交換会
	 	 各派代表者会議
	 18 日	 静岡県市議会議員研修会
	 29～31日	 福祉教育委員会行政視察
	 30 日	 東部地区6市4町議会議長連絡会

	 2 日	 議会報告会運営会議
	 	 議員研修会
	 	 各派代表者会議
	 7～9日	 経済建設委員会行政視察
	 13 日	 議会運営委員会
	 15 日	 平和都市推進事業街頭啓発事業
	 21 日	 議会運営委員会
	 22 日	 議員説明会
	 28 日	 議会報告会運営会議
	 29 日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会

　　　 	５日～10月1日　9 月定例会
	 5 日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 	 本会議 ( 議案審議 )
	 	 予算決算特別委員会
	 	 議会だより編集委員会
	 9・10日	 経済建設分科会 (決算審査 )
	 11・12日	 福祉教育分科会 (決算審査 )
	 13・17日	 総務分科会 (決算審査 )
20・24・25・26・27日　本会議 (一般質問 )
	 24 日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 27 日	 予算決算特別委員会
	 30 日	 議会だより編集委員会

	 1 日	 各派代表者会議
	 	 本会議 ( 議案審議 )

月７

月８

月９

月10

委　員　長：河野 月江
副委員長：村田 耕一
委　　員：沈 久美、髙田 康子、宮下 知朗、
　　　　　本間 雄次郎、永田 裕二

議会だより
編集委員会
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住所異動の手続きが
分かりにくかったな。段差があって

車いすでは
歩きにくいね。

市内の
飲食店一覧が
ほしいね。市内の病院は

どんなところが
あるかなあ。

そこの夜道は
暗くて怖いね。

表紙の柄は、三島柄を使用しています。

　三島市政という最も身近で生活に直結するさまざまな決め事を、市民のみなさんに代わって決定
しているのが市議会です。市議会議員の定数は住民の意見をしっかりくみ取れるようにするのが前
提ですが、時代の流れや人口の変動を反映していく必要があるという考え方もあります。
　そこで、今年の議会報告会は、議員定数について、会場での意見交換会と、ホームページでの意
見募集の2つの方法で開催します。お好きな方法でご意見・ご感想をお聞かせください！！

あなたの声が聞きたい
議会報告会2024

ホームページ上での意見募集を行います。
説明動画（10月18日〜11月11日に配信）をご覧の上、
ご意見をお寄せください。

詳細は三島市議会
ホームページで！
議会報告会に関する情報を
随時更新していきます。

ホームページで

次の日程で開催しますので、お気軽にご参加ください。会場準備の都合上、参加される方はあらかじめ下記の
2次元コードからご登録いただくか、議会事務局（055-983-2600）までご連絡ください。当日飛び入り参加も可能です。

日　付 時　間 場　所
11月８日（金） 19時〜20時30分 三島市役所本館３階 第一会議室
11月９日（土） 10時〜11時30分 錦田公民館　（三島市谷田（並木973-1））
11月10日（日） 14時〜15時30分 北上公民館　（三島市萩312）
11月12日（火） 19時〜20時30分 中郷公民館　（三島市梅名353-1）

会場で

参加申込は
こちらから！

三島市議会の議員定数については、条例で22人と定められており、
議員は４年に一度行われる選挙によって選ばれます。

市議会議員は何人必要？
～議員定数について～

テーマ 減らす？
or

増やす？
or現状のまま？
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